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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日～平成28年６月30日)の経済状況は、国内においては、年明け以降

の円高の進行により景気の先行きに不透明な状況が続きました。一方、海外においては、米国や欧州の今後の政治

体制に対する不安や中東情勢の不安定化などにより不透明な状況が続きました。 

 このような状況の中でミウラグループは、「世界のお客様に省エネルギーと環境保全でお役に立つ」という経営

理念の実現に向けて、「世界一安くて良い熱・水・環境商品を世界のお客様にお届けしよう」というスローガンの

もと、お客様の抱えられている問題を解決する「トータルソリューション」の提案を行うとともに、バラスト水処

理装置の開発については、品質第一をコンセプトとし、米国基準(USCG)のTA取得(型式承認)を目指し、本格的な拡

販に向けての準備を進めております。 

 当第１四半期連結累計期間の連結業績につきましては、海外においては、大型案件が少なかったこと及び円高の

影響により減収となりましたが、国内においては舶用関連機器などが堅調に推移しました。この結果、売上高は

198億３千９百万円と前年同四半期(194億８千５百万円)に比べ1.8％増となりました。 

 利益面につきましては、人員増による人件費の増加などにより営業利益は減少し、10億８百万円と前年同四半期

(12億６千２百万円)に比べ20.1％減となりました。さらに、為替差損の発生などにより、経常利益は９億８千１百

万円と前年同四半期(16億７千６百万円)に比べ41.5％減となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は５億

５千８百万円と前年同四半期(10億７千万円)に比べ47.8％減となりました。 

 セグメントの業績の概況は、次のとおりであります。 

①国内機器販売事業 

 国内機器販売事業は、小型貫流ボイラ及び関連機器などは前年同四半期並みでしたが、舶用ボイラやバラスト水

処理装置などの舶用関連機器及びコージェネレーションシステムなどに利用される排ガスボイラ機器などが好調に

推移しました。この結果、当事業の売上高は96億１千万円と前年同四半期(86億６千８百万円)に比べ10.9％増とな

りました。 

②国内メンテナンス事業 

 国内メンテナンス事業は、設置台数の増加と有償保守契約取得の積極的な活動により売上を伸ばしました。この

結果、当事業の売上高は67億１千１百万円と前年同四半期(64億３千５百万円)に比べ4.3％増となりました。 

③海外機器販売事業 

 海外機器販売事業は、中国では引続き環境問題対策のため石炭焚きボイラから高効率ガス焚きボイラへの入替需

要が堅調に推移しましたが、韓国や米国では、前年同四半期に比べ大型案件が少なく売上が減少しました。さらに

円高の影響が重なり、当事業の売上高は25億６千８百万円と前年同四半期(34億１千４百万円)に比べ24.8％減と大

幅に減少しました。 

④海外メンテナンス事業 

 海外メンテナンス事業は、中国でのメンテナンス網の積極的な拡大や韓国などでの大手ユーザーに対する有償保

守契約の取得活動を行いましたが、円高の影響により当事業の売上高は９億３千５百万円と前年同四半期(９億６

千６百万円)に比べ3.2％減となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末における財政状態につきましては、総資産は、前連結会計年度末に比べ77億７千５

百万円減少し、1,280億８千６百万円となりました。これは、主に商品及び製品などのたな卸資産の増加並びに現

金及び預金や受取手形及び売掛金の減少によるものです。負債は、前連結会計年度末に比べ53億８千９百万円減少

し、234億２千６百万円となりました。これは、主に前受金が増加しましたが、未払法人税等及び賞与引当金など

の減少によるものです。純資産は、前連結会計年度末に比べ23億８千５百万円減少し、1,046億５千９百万円とな

りました。これは、主に為替換算調整勘定の減少によるものです。この結果、自己資本比率は81.3％となりまし

た。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成28年５月13日に公表した第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては変更しておりませ

ん。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 当第１四半期連結会計期間において、MIURA BOILER DO BRASIL LTDA.、三浦環境マネジメント株式会社及び株式

会社ミウラ・エス・エーの３社は、重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 また、当第１四半期連結会計期間において、MIURA SOUTH EAST ASIA HOLDINGS PTE.LTD.を新たに設立したた

め、連結の範囲に含めております。

 なお、MIURA BOILER DO BRASIL LTDA.は当社の特定子会社に該当しております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用につきましては、当社は当第１四半期会計期間を含む会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、連結子会社は法定実効税率をベースとした簡便な方法を採用しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」(実務対

応報告第32号 平成28年６月17日)を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以降に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる損益に与える影響額は軽微であります。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日)を当第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 30,813 25,832 

受取手形及び売掛金 23,693 20,199 

電子記録債権 1,976 2,123 

リース投資資産 2,014 1,962 

有価証券 5,073 5,300 

商品及び製品 4,425 5,674 

仕掛品 3,117 3,420 

原材料及び貯蔵品 6,239 6,455 

繰延税金資産 2,103 2,120 

その他 784 1,012 

貸倒引当金 △98 △74 

流動資産合計 80,142 74,027 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 22,133 21,791 

機械装置及び運搬具（純額） 3,268 3,163 

土地 11,685 11,572 

建設仮勘定 627 355 

その他（純額） 1,572 1,612 

有形固定資産合計 39,286 38,496 

無形固定資産 685 690 

投資その他の資産    

投資有価証券 13,437 12,351 

退職給付に係る資産 1,031 1,185 

その他 1,311 1,365 

貸倒引当金 △34 △30 

投資その他の資産合計 15,746 14,872 

固定資産合計 55,718 54,058 

資産合計 135,861 128,086 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,499 3,144 

関係会社短期借入金 30 － 

未払法人税等 2,172 423 

前受金 8,296 8,782 

製品保証引当金 700 684 

賞与引当金 3,709 1,229 

資産除去債務 6 6 

その他 7,869 6,709 

流動負債合計 26,284 20,979 

固定負債    

繰延税金負債 1,777 1,753 

役員退職慰労引当金 65 76 

退職給付に係る負債 385 378 

その他 302 237 

固定負債合計 2,531 2,446 

負債合計 28,816 23,426 

純資産の部    

株主資本    

資本金 9,544 9,544 

資本剰余金 10,097 10,097 

利益剰余金 91,212 90,540 

自己株式 △7,042 △7,042 

株主資本合計 103,811 103,139 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,221 3,037 

為替換算調整勘定 1,381 △372 

退職給付に係る調整累計額 △1,874 △1,668 

その他の包括利益累計額合計 2,728 996 

新株予約権 246 263 

非支配株主持分 258 260 

純資産合計 107,044 104,659 

負債純資産合計 135,861 128,086 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 19,485 19,839 

売上原価 11,242 11,603 

売上総利益 8,242 8,235 

販売費及び一般管理費 6,980 7,226 

営業利益 1,262 1,008 

営業外収益    

受取利息 51 45 

受取配当金 84 72 

受取賃貸料 98 97 

為替差益 46 － 

その他 148 188 

営業外収益合計 429 404 

営業外費用    

支払利息 0 0 

為替差損 － 424 

その他 15 7 

営業外費用合計 15 431 

経常利益 1,676 981 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

特別利益合計 0 0 

特別損失    

固定資産売却損 － 1 

固定資産除却損 0 1 

特別損失合計 0 2 

税金等調整前四半期純利益 1,676 979 

法人税等 606 417 

四半期純利益 1,070 561 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 3 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,070 558 

 

三浦工業㈱　（6005）　平成29年3月期　第1四半期決算短信

-6-



（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 1,070 561 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 156 △184 

為替換算調整勘定 270 △1,754 

退職給付に係る調整額 85 206 

その他の包括利益合計 512 △1,732 

四半期包括利益 1,582 △1,170 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,585 △1,172 

非支配株主に係る四半期包括利益 △2 2 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自平成27年４月１日 至平成27年６月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            (単位：百万円) 

 
国内 
(注)1 

海外 
(注)1 

合計 
調整額 
(注)2 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)3  

機器販売 
事業 

メンテ 
ナンス 
事業 

機器販売 
事業 

メンテ 
ナンス 
事業 

売上高              

外部顧客への売上高 8,668 6,435 3,414 966 19,485 － 19,485 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
491 17 54 17 581 △581 － 

計 9,160 6,452 3,469 983 20,066 △581 19,485 

セグメント利益又は損失(△) △423 1,553 116 △152 1,093 168 1,262 

 (注) １ 報告セグメントの「国内」の区分は国内連結会社、「海外」の区分は海外連結会社の事業活動に係るもので

あります。

２ 調整額には、セグメント間の内部取引消去が含まれております。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自平成28年４月１日 至平成28年６月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              (単位：百万円) 

  報告セグメント 

その他 
(注)2 

合計 
調整額 
(注)3 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)4 

 
国内 
(注)1 

海外 
(注)1 

 
機器販売 
事業 

メンテ 
ナンス 
事業 

機器販売 
事業 

メンテ 
ナンス 
事業 

売上高                

外部顧客への売上高 9,610 6,711 2,568 935 13 19,839 － 19,839 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
513 25 33 8 108 689 △689 － 

計 10,124 6,736 2,602 943 121 20,528 △689 19,839 

セグメント利益又は損失(△) △372 1,479 △83 △89 11 944 63 1,008 

 (注) １ 報告セグメントの「国内」の区分は国内連結会社、「海外」の区分は海外連結会社の事業活動に係るもので

あります。

２ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産管理、保険代理業を含ん

でおります。

３ 調整額には、セグメント間の内部取引消去が含まれております。 

４ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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